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　市議会では、各常任委員会が所管する市の事務に関する調査を行い、その調査結果に基づき、市長などに対し、
政策立案と政策提言を積極的に行っております。４つの常任委員会の調査内容についてお知らせいたします。

テーマ：�市民が安心して過ごせる避難所に関する調査
目　的：�避難所運営において多様化する市民ニー

ズへの対応と避難所の環境の向上に資す
るため、市民が安心して過ごせる避難所
に関する調査を行います。

テーマ：�国際会議観光都市認定による効果・影
響に関する調査

目　的：�地域経済の活性化や知名度向上に資す
るため、国際会議観光都市認定による
効果・影響に関する調査を行います。

テーマ：自殺対策に関する調査
目　的：�市民一人ひとりが共に支えあう、誰も

自殺に追い込まれることのない地域
社会の実現に資するため、自殺対策に
関する調査を行います。

テーマ：�人口減少社会における持続可能な上
下水道事業に関する調査

目　的：�将来にわたり健全で安定した上下水
道事業の経営に資するため、人口減少
社会における持続可能な上下水道事
業に関する調査を行います。

　令和７年12月市議会定例会議は、12月１日から
12月25日までの25日間にわたり開催されました。
　定例会議初日の12月１日には、木幡浩前市長
の退任あいさつがありました。10日には、馬場
雄基新市長の所信表明のあいさつの後、令和７年
度補正予算など議案26件及び報告１件が提出さ
れ、市長から提案理由の説明がありました。
　その後、16日に行われた代表質問には、会派

を代表した５人の議員が登壇、17日から３日間
にわたり行われた一般質問には、12人の議員が
登壇し、市長の政治姿勢や市政各般にわたる課題
についての質問がなされました。
　また、19日の本会議において、人口減少対策に関す
る調査特別委員会が設置され委員が選任されました。
　最終日の25日には、物価高対応子育て応援手
当にかかる一般会計補正予算７億9,500万円を含
む５件の追加議案が提出されたほか、各委員長報
告、討論、採決が行われ、
提出された議案については、
いずれも原案のとおり可決
または同意されました。

令和７年度
補正予算など31件可決
～12月定例会議の概要～

定例
会議

常任委員会の新たな所管事務調査がスタートしました

　12月19日の本会議で、委員11名による人口減少対
策に関する調査特別委員会が新たに設置されました。
　本特別委員会は、少子高齢化や都市部への人口
流出などにより、人口減少が急速に進む中において
も、選ばれるまちとして、社会基盤の維持、経済の
成長を図ることにより、人口減少を抑制し、持続可
能で活力あるまちづくりに関する調査を行います。

調査事項
・人口の社会増につなげるまちづくり
・若者や女性にも選ばれるまちづくり
・付加価値を高めた持続可能なまちづくり
　に関する調査の件

委員構成
委員長　萩原　太郎　副 委 員 長　二階堂利枝
委　員　鈴木　　哲　丹治　　誠　佐原　真紀
　　　　川又　康彦　七島　奈緒　佐々木　優
　　　　鈴木　正実　高木　克尚　渡辺　敏彦

人口減少対策に関する調査
特別委員会を設置しました

活動
報告

総務常任委員会 文教福祉常任委員会

経済民生常任委員会 建設水道常任委員会
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　条例を改正し、林野火災の出火防止を目的と
した林野火災注意報の新設、当該注意報発令に
よる火気使用制限に伴う努力義務の追加、たき
火行為に関する届出の明確化などにより、林野
火災予防対策の向上を図る。
（主な質疑と答弁）
問：�本市の過去の気象状況に当てはめた場合、
注意報発令に該当する件数はどの程度か。
また、市民に対する周知方法を伺う。

答：�11月から翌年５月までの発令期間におい
て、発令指標である前３日間の合計降水量
が１㎜以下、かつ、前30日間の合計降水
量が30㎜以下となったケースは、令和４
年26件、令和５年14件、令和６年16件で
ある。令和８年１月より、消防本部HPや
市政だより等を通じて、市民へ周知を図る。

　条例の改正により、消費生活相談窓口を市民
相談室と一元化し、連携を強化することで、市
民の消費生活のさらなる安定と向上に寄与する
ため、消費生活センターを福島市役所庁舎棟に
移転するもの。
（移転場所）
〇移転前：ウィズ・もとまち２階
〇移転後：福島市役所庁舎棟１階
（移転のメリット）
〇�法律相談の説明や予約などの手続きがスムー
ズに行える。
〇庁内関係部署間との連携の強化が図られる。
（主な質疑と答弁）
問：�市民相談室と統合することにより、人員体
制の変更はあるか。

答：�現在の体制と変更はなく、職員３名、消費生活
相談員４名、市民相談室の相談員２名となる。

　子宮頸がんのキャッチアップ接種の条件付き
延長や高齢者帯状疱疹予防接種の接種回数が想
定を超えたこと等に伴い、接種回数を追加し対
応する。
・子宮頸がん予防接種回数
　：1,595回から3,882回に
・高齢者帯状疱疹予防接種回数
　：4,810回から10,923回に
（主な質疑と答弁）
問：�子宮頸がん予防接種回数の積算について。
答：�国のキャッチアップ接種の条件付き延長と
して、令和４～６年度に１回でも接種を受
けている場合、令和７年度に限り無料で残
りの接種を受けられるため、延長の対象と
なる全ての方が、予防接種を受けられるよ
う接種回数を追加する。

　建築本体工事に入る前の準備工事である地下
躯体の解体工事と一部埋戻し工事に着手し、令
和８年度に計画している建築本体工事へ途切れ
なく事業を進め、再開発事業全体の工期短縮に
つなげる。
（主な質疑と答弁）
問：�当該工事の実施により、再開発事業全体の
工期短縮が図られるということか。

答：�当該工事は、当初の計画から予定していた
工事の１つで、次の建築本体工事に移行す
るために必要な工事である。実施すること
で直接的に工期短縮につながるものではな

いが、計画的かつ着実な工
事の執行により全体のスケ
ジュールを遅らせないとい
う観点で進め、令和11年
度のオープンを目指す。

林野火災注意報の新設等

消費生活センター移転

定期予防接種事業の拡充

福島駅東口地区市街地
再開発事業

PICK UP 各常任委員会に付託された議案審査の主な内容を紹
介します。

総務

経済
民生

文教
福祉

建設
水道
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Ｑ　

大
規
模
災
害
が
多
発
す
る
中
、
市
長
は

市
の
代
表
と
し
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
り
抜
く
重
責
を
担
う
が
、
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
は
、

す
べ
て
の
政
策
に
優
先
す
る
最
も
重
要
な

使
命
で
あ
り
、
最
悪
を
想
定
し
最
善
を
尽

く
す
と
い
う
危
機
管
理
の
原
則
を
徹
底
し

て
い
く
。
第
１
に
デ
ー
タ
に
基
づ
く
防
災

体
制
を
強
化
し
、
行
政
、
市
民
と
も
に
正

確
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
を

整
え
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
。
第
２

に
地
域
の
自
主
防
災
組
織
、
学
校
、
企
業
、

医
療
福
祉
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
平
時
か

ら
深
め
、
顔
の
見
え
る
協
力
体
制
を
築
い

て
い
く
。
第
３
に
避
難
所
運
営
、
物
資
供

給
な
ど
実
際
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を

高
め
る
た
め
、
訓
練
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
徹
底
し
、
実
行
力
の
あ
る
危
機
対
応

体
制
を
作
り
、
実
践
的
な
備
え
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
何
よ
り
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
命
を
守
る
力
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
も
わ
か
り
や
す
く
、
身
近

で
命
を
守
る
行
動
に
つ
な
が
る
情
報
を
届

け
る
よ
う
努
め
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

○�

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
の
設
置

規
制
強
化
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
評
価
と
今
後
の
国
、
県

へ
の
働
き
か
け

○�

駅
東
口
再
開
発
事
業
の
問
題
点
と

見
直
し
の
必
要
性

○�

シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
の
課

題
と
今
後
の
展
開

○�

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
対
す
る

見
解

真
結
の
会

市
政
運
営
に

つ
い
て

宍し
し
ど戸 

一か
ず
て
る照

Ｑ　

市
が
何
に
挑
戦
す
る
の
か
を
含
め
、
市

の
代
表
と
し
て
、
市
長
が
市
政
に
取
り
組
む

基
本
方
針
は
。

Ａ　
地
方
行
政
の
課
題
が
多
様
化
、
複
雑

化
す
る
中
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
に

は
、
果
敢
に
挑
む
挑
戦
の
文
化
が
必
要
で

あ
り
、
挑
戦
す
る
に
は
人
が
安
心
で
き
る

環
境
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
が
進
め
る
次

世
代
文
教
都
市
で
は
、
人
が
安
心
し
て
住

み
育
つ
安
心
社
会
を
つ
く
り
、
挑
戦
の
文

化
を
根
付
か
せ
、
挑
戦
の
積
み
重
ね
の
先

に
未
来
を
切
り
拓
く
と
い
う
循
環
を
生
み

出
し
て
い
く
。
す
べ
て
の
子
ど
も
達
を
笑

顔
に
し
、
ま
ち
の
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
、

豊
か
な
経
済
を
創
造
す
る
次
世
代
文
教
都

市
の
実
現
に
向
け
、
３
つ
の
最
優
先
事
項

と
８
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。
市
政
を
担
う
上
で
大
切

に
し
た
い
姿
勢
は
、
市
民
と
共
に
前
へ
進

む
市
政
で
あ
る
。
人
口
減
少
、
物
価
高
騰
、

災
害
リ
ス
ク
な
ど
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、

地
方
に
お
い
て
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

東
京
一
極
集
中
が
進
み
、
地
方
か
ら
人
と

経
済
が
流
出
す
る
構
造
が
続
い
て
い
る
。

地
方
の
豊
か
さ
を
つ
く
り
続
け
る
に
は
、

市
民
と
共
に
未
来
を
つ
く
る
姿
勢
が
不
可

欠
で
あ
り
、
公
開
型
の
対
話
集
会
や
デ
ー

タ
に
基
づ
く
政
策
判
断
を
通
し
、
市
政
の

方
向
性
を
市
民
と
共
有
し
、
納
得
で
き
る

決
定
を
積
み
重
ね
て
い
く
。
市
民
一
人
ひ

と
り
と
向
き
合
い
、
寄
り
添
い
、
共
に
前

へ
進
む
姿
勢
を
貫
き
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
力
の
結
集
で
、
市
全
体
を
強
く
し
て
い

く
市
政
を
目
指
す
。
市
政
運
営
に
は
財
源

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
安
心
し
て
人
が
住

み
、
集
え
る
環
境
を
つ
く
り
出
し
、
挑
戦

の
文
化
を
根
付
か
せ
経
済
を
起
こ
し
財
源

を
整
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
土
台
と
し
未
来

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
の
人
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
、
未
来
づ
く
り
の
循
環

に
よ
り
成
り
立
つ
次
世
代
文
教
都
市
を
目

指
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
市
政
を
動
か
し

て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

○�

市
民
目
線
の
大
改
革
を
行
う
た
め

の
最
優
先
事
項
と
し
た
３
項
目
に

つ
い
て

○�

３
つ
の
最
優
先
事
項
と
８
つ
の
基

本
方
針
の
具
現
化
の
た
め
の「
ふ
く

し
ま
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」の

再
協
議
、
見
直
し

○�

再
開
館
す
る
民
家
園（
旧
広
瀬
座
）

の
管
理
運
営
方
式

○
市
議
会
議
員
の
定
数
削
減

市

民

２１
市
の
歴
史
と
未
来

戦
略
本
部

高た
か
ぎ木 

克か
つ
ひ
さ尚

Ｑ　

基
礎
的
か
つ
安
定
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
地
道
に
提
供
す
る
と
い
っ
た
本
市
の
生
い

立
ち
と
未
来
戦
略
本
部
の
役
割
と
市
の
歴
史

観
を
踏
ま
え
第
７
次
総
合
計
画
な
ど
の
基
本

的
構
想
を
未
来
戦
略
本
部
で
は
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
う
の
か
。

Ａ　
市
の
歴
史
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
、
令
和
と
つ
な
が
っ
た
一
つ
の
歩
み

と
考
え
て
い
る
。
県
政
や
文
教
の
中
心
を

担
い
、
恵
ま
れ
た
都
市
基
盤
を
形
成
し
て

き
た
本
市
の
歴
史
を
尊
重
す
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、
先
人
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
大
切
な
財
産
で
あ
る
。

歴
史
を
継
承
し
次
の
時
代
へ
生
か
す
こ
と

公

明

党
東
西
一
体
の

ま
ち
づ
く
り

丹た
ん
じ治　

誠ま
こ
と

Ｑ　

東
口
再
開
発
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
西
口

や
周
辺
エ
リ
ア
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、

東
西
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
の
か
、
交
通

結
節
機
能
や
回
遊
性
の
向
上
を
含
め
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
利
便
性
を
ど
の
よ
う
に
高

め
て
い
く
の
か
。

Ａ　
東
西
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
東
口
再
開
発
だ
け
で
な
く
西
口
も
含

め
た
駅
周
辺
全
体
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
東
口
及
び
西
口
周
辺
の

将
来
像
を
見
据
え
た
中
で
、
東
西
の
連
携

強
化
に
向
け
た
新
た
な
東
西
自
由
通
路
や

交
通
結
節
機
能
が
集
中
す
る
東
口
、
西
口

駅
前
広
場
の
再
構
築
な
ど
、
市
民
の
皆
様

が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
駅
東
西
を

一
体
的
に
と
ら
え
た
回
遊
性
を
意
識
し
た

計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

本
市
独
自
の
重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
活
用

○
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
強
化

○�

既
存
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
お
け
る
防

災
面
、
景
観
面
の
対
応

○�

本
市
の
目
指
す
将
来
像
と
次
世
代

文
教
都
市
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

公
共
施
設
の

市
民
利
用

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

Ｑ　

東
口
再
開
発
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
呼
び
込
み
型
の
利
用
か
ら
、
市

民
の
利
用
を
最
優
先
す
る
と
い
う
方
針
か
。

Ａ　
駅
前
施
設
に
は
、
市
民
利
用
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
自
由
に
利
用
で
き
る
ま
ち
な
か

リ
ビ
ン
グ
、
屋
上
広
場
な
ど
を
設
け
る
と

と
も
に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ル
、
会
議

室
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ハ
レ
の
場
と

し
て
大
い
に
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
説
明

し
て
き
た
。
市
民
の
日
常
的
な
利
用
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
点
を
重
視
し
な
が
ら
、

機
能
の
磨
き
直
し
を
図
っ
て
い
く
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
過
を
尊
重
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
両
方

の
観
点
を
か
ん
が
み
な
が
ら
、
関
係
者
と

し
っ
か
り
協
議
を
重
ね
た
上
で
最
善
策
を

一
緒
に
考
え
出
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
の
上
限
撤
廃

○�

重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
よ
る
水

道
料
金
の
減
免

○�

２
０
１
３
年
ま
で
遡
及
し
た
減
額

さ
れ
た
生
活
保
護
費
の
全
額
支
給

○�

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
労

働
者
数
と
割
合
、
県
へ
の
支
援
要
請

と
市
独
自
の
賃
上
げ
支
援

真

政

会
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て

小こ
ま
つ松 

良よ
し
ゆ
き行

 

代
表
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容　

掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継　
　

各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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が
、
市
長
の
役
割
と
捉
え
て
い
る
。
未
来

戦
略
本
部
は
、
各
支
所
単
位
で
の
対
話
集

会
や
各
分
野
の
方
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
通
し
て
、
世
代
や
立
場
を
問
わ
ず
、
共

に
前
へ
進
む
場
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

多
様
な
市
民
の
声
を
政
策
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
で
、
市
民
の
行
動
が
ま
ち
を
変
え

る
実
感
を
持
て
る
市
民
目
線
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。
８
つ
の
基
本
方
針
で

も
歴
史
文
化
の
継
承
を
掲
げ
て
お
り
、
１

１
８
年
に
及
ぶ
市
政
の
歩
み
、
流
れ
を
理

解
し
、
受
け
止
め
、
未
来
戦
略
本
部
に
お

け
る
市
民
目
線
の
改
革
を
通
し
、
市
民
が

挑
戦
で
き
る
新
し
い
県
都
福
島
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

本
市
に
お
け
る
閉
塞
感
の
状
況
と

解
決
に
向
け
た
対
応

○
総
合
計
画
策
定
延
期
に
よ
る
影
響

○�

駅
前
再
開
発
の
優
先
整
備
エ
リ
ア

設
定
に
伴
う
工
事
費
や
法
的
対
応

へ
の
影
響

○�

カ
ス
ハ
ラ
防
止
に
向
け
た
制
度
の

構
築

公

明

党
東
西
一
体
の

ま
ち
づ
く
り

丹た
ん
じ治　

誠ま
こ
と

Ｑ　

東
口
再
開
発
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
西
口

や
周
辺
エ
リ
ア
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、

東
西
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
の
か
、
交
通

結
節
機
能
や
回
遊
性
の
向
上
を
含
め
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
利
便
性
を
ど
の
よ
う
に
高

め
て
い
く
の
か
。

Ａ　
東
西
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
東
口
再
開
発
だ
け
で
な
く
西
口
も
含

め
た
駅
周
辺
全
体
の
価
値
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
東
口
及
び
西
口
周
辺
の

将
来
像
を
見
据
え
た
中
で
、
東
西
の
連
携

強
化
に
向
け
た
新
た
な
東
西
自
由
通
路
や

交
通
結
節
機
能
が
集
中
す
る
東
口
、
西
口

駅
前
広
場
の
再
構
築
な
ど
、
市
民
の
皆
様

が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
駅
東
西
を

一
体
的
に
と
ら
え
た
回
遊
性
を
意
識
し
た

計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

本
市
独
自
の
重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
活
用

○
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
強
化

○�

既
存
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
お
け
る
防

災
面
、
景
観
面
の
対
応

○�

本
市
の
目
指
す
将
来
像
と
次
世
代

文
教
都
市
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

公
共
施
設
の

市
民
利
用

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

Ｑ　

東
口
再
開
発
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
呼
び
込
み
型
の
利
用
か
ら
、
市

民
の
利
用
を
最
優
先
す
る
と
い
う
方
針
か
。

Ａ　
駅
前
施
設
に
は
、
市
民
利
用
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
自
由
に
利
用
で
き
る
ま
ち
な
か

リ
ビ
ン
グ
、
屋
上
広
場
な
ど
を
設
け
る
と

と
も
に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ル
、
会
議

室
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ハ
レ
の
場
と

し
て
大
い
に
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
説
明

し
て
き
た
。
市
民
の
日
常
的
な
利
用
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
点
を
重
視
し
な
が
ら
、

機
能
の
磨
き
直
し
を
図
っ
て
い
く
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
過
を
尊
重
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
両
方

の
観
点
を
か
ん
が
み
な
が
ら
、
関
係
者
と

し
っ
か
り
協
議
を
重
ね
た
上
で
最
善
策
を

一
緒
に
考
え
出
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
の
上
限
撤
廃

○�
重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
よ
る
水

道
料
金
の
減
免

○�

２
０
１
３
年
ま
で
遡
及
し
た
減
額

さ
れ
た
生
活
保
護
費
の
全
額
支
給

○�

雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
労

働
者
数
と
割
合
、
県
へ
の
支
援
要
請

と
市
独
自
の
賃
上
げ
支
援

議会を傍聴してみませんか！
■本会議の傍聴
�　会議当日に複合棟（議事堂）５階の傍聴受付で傍聴証をお渡しした後、傍聴席へ
ご案内します。
　本会議における一般傍聴席の定員は62席のほか車いす席が４席で、いずれも先
着順となります。
■委員会の傍聴
�　会議当日に複合棟（議事堂）４階、議会事務局で傍聴証をお渡しし
た後、委員会室へご案内します。
　委員会における一般傍聴席の定員は５席で先着順となります。
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斎さ
い
と
う藤　

正ま
さ
お
み臣

　�

Ｑ　

複
数
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
年
間
を
通
じ
利
用
で
き
る
共
通
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
整
備
し
、
単
発
イ
ベ
ン
ト

の
点
か
ら
街
な
か
の
店
の
連
携
に
よ
る

線
、
年
間
を
通
じ
た
面
へ
展
開
す
る
仕

組
み
作
り
へ
の
見
解
は
。

Ａ　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
周
辺
店
舗

へ
の
経
済
的
効
果
が
、
十
分
及
ん
で
い
な
い
状
況
が
伺

え
る
こ
と
か
ら
、
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
街
な
か
へ
来
訪
す
る
き
っ
か

け
を
作
り
、
魅
力
再
発
見
の
機
会
を
創
出
す
る
手
段
と

認
識
し
て
い
る
。
官
民
一
体
で
、
回
遊
促
進
と
賑
わ
い

づ
く
り
を
進
め
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

尾お
が
た形　

武
た
け
し

　�

Ｑ　

水
田
の
多
面
的
機
能

を
発
揮
し
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
と

遊
休
農
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
コ
メ

の
増
産
体
制
を
と
り
、
需
要
の
確
保
に

備
蓄
米
や
米
粉
等
の
活
用
と
輸
出
拡
大

を
図
り
、
将
来
に
わ
た
り
農
村
社
会
の

維
持
発
展
を
図
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

米
を
安
定
的
に
生
産
し
、
供
給
す
る
体
制
の
確
保

は
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
中
山

間
地
域
に
多
く
の
農
地
を
抱
え
る
本
市
に
と
っ
て
、
国

の
水
田
政
策
に
お
け
る
農
村
地
域
の
保
全
や
振
興
も
重

要
な
視
点
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
充
実
し
た
水

田
政
策
に
よ
り
農
村
地
域
の
維
持
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
国
の
動
向
を
注
視
し
、
適
切
に
要
望
し
て
い
く
。

佐さ

さ

き
々
木　

優ゆ
う

　�

Ｑ　

先
達
山
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
話
を
聞
き
、

対
策
の
必
要
性
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き

で
は
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
林
地
開
発
の
許
可
権
者
で
あ
る
県
が
、

調
節
池
、
盛
土
や
切
土
、
斜
面
排
水
等
を
段
階
的
に
確

認
す
る
検
査
や
工
事
完
了
に
伴
う
確
認
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
安
全
対
策
の
必
要
性
は
判
断
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
現
時
点
で
専
門
家
か
ら

の
意
見
聴
取
な
ど
を
行
う
考
え
は
な
い
。
本
市
に
お
い

て
も
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
独
自
に
事
業

者
と
打
合
せ
、
現
地
確
認
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も

適
宜
、
現
地
確
認
を
行
い
、
必
要
な
対
応
を
実
施
し
て

い
く
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容　

掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継　
　

各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

菅す
が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

　�

Ｑ　

予
定
さ
れ
て
い
る
書

か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
導
入
に

よ
り
想
定
さ
れ
る
具
体
的
な
数
値
を
含

め
た
効
果
は
。

Ａ　

令
和
８
年
の
導
入
を
予
定
し
、
職
員
が
窓
口
で
申

請
者
と
一
緒
に
手
続
き
を
進
め
る
た
め
、
そ
の
場
で
申

請
書
が
作
成
さ
れ
、
署
名
を
い
た
だ
き
手
続
き
が
完
了

す
る
。
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
特
に
効
果
が
期
待
で
き
、

６
名
世
帯
の
転
入
を
想
定
す
る
と
氏
名
は
38
回
か
ら
14

回
、
住
所
は
21
回
か
ら
０
回
、
生
年
月
日
は
23
回
か
ら

０
回
に
記
載
の
回
数
が
縮
減
さ
れ
、
所
要
時
間
は
30
分

程
度
縮
減
さ
れ
１
０
０
分
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
後
業
務
改
善
を
行
い
、さ
ら
な
る
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

　�

Ｑ　

令
和
５
年
９
月
定
例

会
議
で
民
間
の
各
種
学
校
の
誘
致
を
提

案
し
た
が
現
在
の
状
況
は
。

Ａ　

各
種
学
校
は
、
専
門
性
の
高
い
学
び
の
場
と
し
て

人
材
育
成
、
確
保
の
ほ
か
、
社
会
人
の
学
び
直
し
や
趣
味
、

教
養
を
高
め
る
生
涯
学
習
機
関
で
も
あ
り
、
街
な
か
へ

の
誘
致
が
実
現
す
れ
ば
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
と
捉

え
て
い
る
。
首
都
圏
大
学
へ
の
調
査
や
空
き
ビ
ル
な
ど

の
不
動
産
物
件
の
情
報
収
集
と
提
供
な
ど
、
各
種
学
校

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
時
点
で
誘
致
に
至
っ

て
い
な
い
が
、引
き
続
き
各
種
学
校
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

佐さ
と
う藤　

勢せ
い

　�

Ｑ　

ふ
く
し
ま
シ
テ
ィ

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
６
に
つ
い
て
、

ラ
ン
ナ
ー
や
観
光
客
の
再
訪
に
つ
な
が

る
地
元
事
業
者
と
連
携
し
た
経
済
波
及

効
果
向
上
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

実
行
委
員
会
と
連
携
し
、
共
同
浴
場
の
割
引
券
な

ど
を
送
付
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
飲
食
店

情
報
の
発
信
、
食
や
祭
り
を
楽
し
む
機
会
を
提
供
し
て

お
り
、
参
加
者
が
再
訪
す
る
機
会
に
つ
な
が
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
、
街
な
か
の
賑
わ
い

創
出
や
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
た
。
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
街
な
か
の
飲
食
店
へ
期
間
中

の
営
業
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
大
会
を
通
じ
た
経
済
効

果
向
上
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。
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三み
う
ら浦　

由ゆ

み

こ
美
子

　�

Ｑ　

訪
問
介
護
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
全
事
業

所
で
行
い
、
課
題
解
決
の
た
め
市
と
介

護
事
業
者
が
一
体
と
な
り
継
続
的
な
会

議
体
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
は
。

Ａ　

市
訪
問
介
護
事
業
所
連
絡
会（
仮
称
）を
新
設
し
、

市
内
全
訪
問
介
護
事
業
所
の
参
加
を
促
す
。
現
場
か
ら

の
声
を
聴
き
、
国
が
示
す
加
算
制
度
や
事
業
所
に
有
益

な
情
報
、
課
題
の
共
有
や
事
業
者
間
の
関
係
構
築
の
機

会
提
供
な
ど
、
運
営
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
く
。
事
業
者
の
意
向
を
踏
ま
え
定
期
的
に
開
催
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
の
参
加
な
ど
、
参
加
者
の
負
担
も
配

慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
実
施
し
て
い
く
。

高た
か
ぎ木　

直な
お
と人

　�

Ｑ　

大
ゴ
ッ
ホ
展
の
開
催

に
向
け
、
美
術
館
へ
自
家
用
車
で
訪
れ

る
方
々
に
対
す
る
駐
車
対
策
の
検
討
状

況
は
。

Ａ　

開
催
期
間
中
、
県
立
美
術
館
は
、
お
も
い
や
り
駐

車
場
の
み
と
な
り
、
自
家
用
車
利
用
の
場
合
は
福
島
駅
周

辺
の
有
料
駐
車
場
か
ら
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
来
場
す

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
周
知
し
て
い
る
。
土
日
祝
日

は
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
加
え
、
清
水
、
飯
坂
支
所
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
清
水
支
店
の
駐
車
場
を
臨
時
駐
車

場
と
し
て
開
放
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
会
場
周
辺
の
誘

導
員
が
、
近
隣
駐
車
場
を
確
認
で
き
る
サ
イ
ト
を
掲
載

し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
誘
導

と
渋
滞
発
生
防
止
に
努
め
る
。

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

　�

Ｑ　

保
留
床
の
最
大
３
０
０

億
円
と
い
う
買
取
額
は
、
多
く
の
市
民

の
理
解
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
再
開
発

事
業
へ
の
国
、
県
、
市
の
補
助
金
な
ど

税
金
の
投
入
を
含
め
、
市
民
へ
伝
え
る

た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
再
開
発
、
公
共
エ
リ
ア
取
得
に
つ
い
て

は
費
用
も
含
め
、
市
議
会
の
ほ
か
、
地
区
ご
と
の
意
見

交
換
会
な
ど
で
市
民
へ
説
明
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
情
報
発
信
に
よ
り
理
解
を
求
め
て
き
た
。
引
き
続
き
、

経
費
削
減
や
国
補
助
金
、
有
利
な
市
債
の
活
用
な
ど
財

源
確
保
に
努
め
、
折
を
見
て
内
容
を
市
民
に
説
明
し
、

一
層
の
理
解
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

石い
し
や
ま山　

波な
み
え恵

　�

Ｑ　

来
年
夏
前
に
Ｍ
Ａ
Ｘ

ふ
く
し
ま
に
大
型
量
販
店
が
出
店
予
定

だ
が
、
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

Ａ　

出
店
す
る
大
型
量
販
店
は
、
多
様
な
商
品
を
取
り

揃
え
て
お
り
、
若
い
世
代
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
中
高
年

層
な
ど
幅
広
い
世
代
に
対
し
高
い
集
客
力
が
見
込
ま
れ

る
。
出
店
に
よ
り
、
Ｍ
Ａ
Ｘ
ふ
く
し
ま
全
体
と
し
て
の

魅
力
や
使
い
勝
手
が
一
層
向
上
し
、
来
街
者
の
増
加
や

新
た
な
来
街
動
機
の
創
出
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
お
り
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
大
き
な
契
機
に
な
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。
日
常
生
活
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
店
舗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
利
便
性
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

川か
わ
ま
た又　

康や
す
ひ
こ彦

　�

Ｑ　

農
業
被
害
に
対
す
る

本
年
度
の
ク
マ
の
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て

駆
除
数
を
含
め
て
市
の
把
握
し
て
い
る

頭
数
は
。

Ａ　

農
業
被
害
に
か
か
る
ク
マ
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
る

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
今
年

度
の
捕
獲
及
び
駆
除
頭
数
は
、
11
月
11
日
現
在
、
22
頭

で
あ
る
。
実
質
的
な
捕
獲
は
、
Ｊ
Ａ
が
猟
友
会
に
委
託

し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
が
罠
の
申
請
を
す
る
と
、
県
か
ら
通

知
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
設
置
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

罠
設
置
後
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
県
な
ど
か
ら
情
報
提

供
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
問
い
合
わ
せ
し
て
い
る
状
況

に
は
な
い
。

遠え
ん
ど
う藤　

幸こ
う
い
ち一

　�

Ｑ　

排
出
者
が
特
定
で
き

な
い
不
法
投
棄
ご
み
の
処
分
に
つ
い
て
、

市
の
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
へ
の
見

解
は
。

Ａ　

排
出
者
が
持
ち
帰
ら
ず
残
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ

た
不
法
投
棄
ご
み
は
、
ご
み
集
積
所
を
管
理
す
る
町
内

会
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
出
前
講
座
な
ど
を
通
し
て
、
ご
み
出
し
ル
ー

ル
の
周
知
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
さ
れ

に
く
い
集
積
所
の
整
備
や
町
内
会
の
不
法
投
棄
ご
み
処

分
費
用
の
軽
減
策
な
ど
、
必
要
な
対
応
策
に
つ
い
て
町

内
会
と
の
対
話
を
通
し
検
討
を
重
ね
、
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
不
法
投
棄
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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　福島市議会では会期を毎年８月１日から１年間とする通年会期制を採用しています。
議案の審議、代表質問や一般質問は１年の会期の中の９、12、３、６月に開催され
る「定例会議」の中で集中して行いますが、必要に応じて「緊急会議」を開催します。
　令和７年12月定例会議では、「代表質問」と「一般質問」が行われました。
　本市議会における「代表質問」と「一般質問」の質問方式の違いについてお知らせします。

　福島市議会では平成26年４月に議会基本条例
を施行し、その目的を達成するため、さまざまな
取り組みを行い、その施行状況について毎年検証
を行っております。課題が見受けられる項目につ
いては今後、議長の諮問により議会運営委員会で
検討を行っていきます。
検証内容

基本条例の３つの基本方針
①市民に開かれた議会
②議員間の自由闊達な議論・討論を行う議会
③政策立案や政策提言を積極的に行う議会

　３つの基本方針に基づく取り組みを中心とした
15項目を議会改革検討会において協議し、評価
および今後の取り組み方針を決定しました。
　今後も議会基本条例の基本理念のもと、議会の
あり方や諸課題について検討し、市民の皆さまに
分かりやすく開かれた議会を目指してまいります。

今後の取組方針（検証結果）

Ａ評価
★�市民に分かりやすい言葉・表現の方法を用いた
議会運営、議案、委員会資料の公開、市民参加
の推進など（14項目）
　➡今後も継続して取り組むべき。

Ｂ評価
★本会議・委員会での議員間の自由討議（１項目）
　➡�委員会では実施されているが、近年本会議で
は実施されていない。本会議での実施に向け
て、改善や新しい取り組みについて、先進事
例等を検討すべきである。

※代表質問の記事はP４～５、一般質問の記事はP６～７に掲載しております。

・�構成員が３人以上の会派ごとに、会派を代表
して１名が質問します。
・�総括質問方式（一括質問の後に一括答弁する
方式）で実施し、市長及び議員改選後の初定
例会議（質問時間１人30分以内）と、３月定
例会議（質問時間１人60分以内）で行います。
質問時間に答弁の時間は含まれません。
・�再質問、再々質問は、いずれも10分以内で
行うことができます。

・�定例会議ごとに、いずれの議員も一般質問を
することができます。
・�一問一答方式（質問ごとに、その都度答弁を
する方式）で実施し、質問時間は答弁の時間
を含め、１人60分以内で行います。

※�一問一答方式の導入から20年余が経過したこ
とから、よりよい質問のあり方について、今後
議会運営委員会において検討を行っていきます。

市議会のしくみ（「代表質問」と「一般質問」とは）

議会基本条例の取組状況を検証しました

代表質問 一般質問

詳しい内容はこちらから
ご覧ください ▶

　複合棟（議事堂）４階の議会図書室は、議員の調査研究に支
障のない範囲で、一般の方や市職員も図書の閲覧が可能です。
土曜・日曜、休日及び年末年始以外の午前９時から午後５時
まで利用できますので、議会事務局にお声かけください。

～議会図書室を利用できます～

図書の閲覧をする市職員
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～電子採決システムによる採決結果～ （〇：賛成、×：反対）

会派名 真政会 真結の会 市民21 公明党 日本共産党 無
所属

区
分

議員名

件名

採
決
結
果

鈴
木　
　
哲

浦
野
洋
太
朗

佐
藤　
　
勢

七
島　
奈
緒

石
山　
波
恵

白
川　
敏
明

萩
原　
太
郎

大
平　
洋
人

小
松　
良
行

半
沢　
正
典

黒
沢　
　
仁

渡
辺　
敏
彦

菅
原
美
智
子

二
階
堂
利
枝

根
本　
雅
昭

斎
藤　
正
臣

川
又　
康
彦

鈴
木　
正
実

二
階
堂
武
文

尾
形　
　
武

真
田　
広
志

宍
戸　
一
照

遠
藤　
幸
一

佐
原　
真
紀

沢
井　
和
宏

羽
田　
房
男

高
木　
克
尚

高
木　
直
人

丹
治　
　
誠

後
藤　
善
次

小
野　
京
子

山
田　
　
裕

佐
々
木　
優

村
山　
国
子

三
浦
由
美
子

市
長
提
出

７年度補正予算
一般会計（第４号）
／水道事業会計

〇 〇

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

〇 〇 〇 〇 ×

欠
席

〇

条例改正
議会議員の議員報酬
等に関する条例／市
長等の給与に関する
条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

請
願

地域の医師不足解消
を求める意見書提出
方について

× × × × 〇 × 〇 〇

陳
情

「最低賃金を引き上
げやすい環境整備の
ために、中小企業・
小規模事業者支援
の拡充を求める意見
書」提出方について

× × × × 〇 × 〇 〇

物価上昇に見合う年
金引き上げを求める
意見書提出方につい
て

× × × × 〇 × 〇 〇

「消費税減税を求め
る意見書」提出方に
ついて

× × × × × × 〇 〇

インボイス制度の廃
止をめざし、事業者
の負担を軽減する経
過措置を継続するよ
う求める意見書提出
方について

× × × × 〇 × 〇 〇

市道清水田・柳清水
線の一部の整備等に
関することについて

× × × 〇 × × × 〇

・採決結果の〇は、提出された議案等に対して賛成多数で可決・採択されたことを示しています。
・採決結果の×は、提出された議案等に対して賛成少数もしくは賛成者なしで否決・不採択されたことを示しています。

～全会一致で可決等されたもの～
区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出

７年度補正予算　一般会計（第５号）／下水道事業会計／各特別会計
条例制定　公共下水道事業及び農業集落排水事業に係る地方公営企業法の規定の全部の適用及び上水
道事業との組織統合に伴う関係条例の整備に関する条例／児童福祉法等の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例
条例改正　水道条例／職員の給与に関する条例等／学校給食センター条例／公設地方卸売市場条例／
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等／消費生活センター条例／火災予防条
例及び火入れに関する条例
人事　教育委員会委員任命／固定資産評価審査委員会委員選任／財産区管理委員選任
事業契約一部変更　新学校給食センター整備運営事業
工事請負契約　三河台小学校南校舎外壁等改修工事／信陵中学校校舎外壁等改修工事
工事請負契約の一部変更　重要文化財旧広瀬座再整備工事（電気設備工事）
その他　民事調停申立て／字の区域の変更／財産処分

議員提出 意見書　クマ被害防止対策への支援強化を求める意見書

議案等の審議結果
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令和７年秋季議会報告会・意見交換会を開催しました

新しい議員を紹介します

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960－8601　福島市五老内町３番１号
　電話 024-525-3776　FAX 024-534-2520
　福島市議会 活動推進検討会あて

◆市議会ホームページをご覧ください。
　�https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gikai/

index.html

発行：福島市議会　
編集：活動推進検討会

　議会基本条例に基づき、議会活動や市政に
関する情報を市民の皆さまと共有し、市政全
般について意見を交換するため、毎年春と秋
に議会報告会と意見交換会を開催しています。
　令和７年11月４日と６日に、信夫学習セン
ターと蓬萊学習センター（分館）で開催したほ
か、青年層として福島県立医科大学生、女性
団体として福島市消防団女性団員の皆さんと
テーマを設けて実施しました。

信夫学習センター
11月４日㈫
午後６時
参加人数…６人

福島県立医科大学生
11月４日㈫午後６時
参加人数…13人

【意見交換テーマ】
・福島市で学ぶ若者からみた市の課題
・将来の目標や地域への関わり方

福島市消防団女性団員
11月６日㈭午前10時
参加人数…９人

【意見交換テーマ】
・女性団員としての活動について
・地域社会における課題について

トピックス 1

　令和７年11月16日の福島市
議会議員補欠選挙により、鈴木
哲氏が当選されました。
　定例会議初日の12月１日に総
務常任委員に選任されました。

トピックス 2

議会傍聴者にインタビューを行いました

Ｑ　傍聴の目的を教えてください。
Ａ�　質問内容に興味があ
り、特に街なかの活性化
に関することを聴きたい
と思い、傍聴に来ました。
Ｑ　議会、議場の印象は？
Ａ�　真面目で少し固そうなイメージでしたが、
実際には思っていたよりも柔らかな雰囲気
で聴きやすく感じました。また機会があれ
ば傍聴したいです。

　18日の本会議では、一般傍聴席62席が満席
になるほど多くの皆様がお越しになりました。
今後もぜひ、継続して傍聴にお越しください。

萊学習センター（分館）
11月６日㈭
午後１時30分
参加人数…12人

いただいたご意見は、議員全員で共有し、今後の議会活動にいかしてまいります。
議会報告会・意見交換会の詳しい内容・結果はこちらからご覧ください。 ▶

６番　鈴木　哲
真 政 会

３月定例会議で審議する請願・陳情の締め切りは、
３月３日㈫午前11時です。

3月定例会議開催予定(3月２日～27日）
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

本会議
（定例日）

本会議
（代表質問）

8 9 10 11 12 13 14

本会議
（代表質問）

本会議
（代表質問・
一般質問）

本会議
（一般質問）

15 16 17 18 19 20 21

本会議
（一般質問）

予算特別委員会
（全体会）

常任委員会
（春分の日）

予算特別委員会（分科会）
22 23 24 25 26 27 28

常任委員会 予算特別委員会
（全体会）

本会議
（採決等）予算特別委員会（分科会）

12月17日に傍聴された方
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